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職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検率向上と 

陽性者の効率的なフォローアップシステムの開発・実用化に向けた研究 
 

研究分担者：永田 賢治 宮崎大学医学部附属病院肝疾患センター 准教授 

 

研究要旨： 

宮崎県における肝炎ウイルス検査陽性者の 

効率的なフォローアップシステム構築に向けた研究 

 

 

A. 研究目的 

宮崎県における肝炎ウイルス検査の現状

を把握し、陽性者の追跡調査を行うための

システムを構築する。ウイルス肝炎検診に

おける陽性者をフォローアップし、適切な

治療につなげることで肝炎を治療し肝癌の

発症および死亡者数を抑制することが期待

される。 

 

B. 研究方法 

宮崎県における肝炎ウイルス検査の現状

を把握のため、平成19年より実施されてい

る肝炎ウイルス検査について県内各市町村

における肝炎検診およびフォローアップ方

法について調査を行う。肝炎ウイルス陽性

者の追跡調査について陽性者に対する受診

勧奨方法については一部の市と連携して、

肝臓専門医受診および最適治療受療にむけ

たフォローアップシステム方法を構築する。

また、肝臓非専門医に対する肝炎診療に関

するアンケートを行う。 

（倫理面への配慮） 

研究の実施に際しては調査計画について宮

崎大学医の倫理委員会の承認を得た。 

C. 研究結果 

 これまでの県内各市町村における肝炎検

診担当者との協議および検診方法への支

援・助言により、宮崎県内の肝炎検診受診

者数は平成26年度の19,444件から平成27年

度は38,885件（B型、C型合計）に増加した。

これらの検診受検者の陽性者に対するフォ

ローアップ方法について各市町村の担当者

より聞き取り調査を実施した。肝炎ウイル

ス陽性者に対する受診勧奨について各担当

者と平成30年度の実施内容について協議中

である。また、肝臓非専門医に対する肝炎

診療に関するアンケートを県医師会と協議

して平成30年度に実施予定である。 

 

D. 考察 

 肝炎検診陽性者への効率的なフォローア

ップシステムの構築のためには各自治体で

の対応には差があり、今後は各地域での対

応についても調査し、よりきめ細やかな対

応ができるよう各自治体検診者、地域医師

会と連携していくことが重要と考えられた。 
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E. 結論 

 ウイルス肝炎検診陽性者を早期治療 

につなげるための適切な受診勧奨が肝癌 

死亡抑制に重要であり、検診実施自治体 

、地域医師会と協力したフォローアップシ

ステムの構築および実用化が必要である。 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得   

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


